
第４章-6-(1) 計画登載　P.31

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

基本型・特定型 0 1 1 1 1

母子保健型 0 1 1 1 1

- - - - -

基本型・特定型 0 0 0 0 0

母子保健型 0 1 1 1 1

未実施（子育て支援セ
ンターにおいて保護者
からの各種相談に応じ
ているが、本事業とし
て実施しているもので
はない）

基本型・特定型については
未実施（子育て支援セン
ターにおいて保護者からの
各種相談に応じているが、
本事業としては実施してい
ない）
母子保健型については、令
和３年度より子育て世代包
括支援センターにて、保健
師、栄養士等が実施してい
る。

基本型・特定型については
未実施（子育て支援セン
ターにおいて保護者からの
各種相談に応じているが、
本事業としては実施してい
ない）
母子保健型については、令
和３年度より子育て世代包
括支援センターにて、保健
師、栄養士等が実施してい
る。

基本型・特定型については
未実施（子育て支援セン
ターにおいて保護者からの
各種相談に応じているが、
本事業としては実施してい
ない）
母子保健型については、令
和３年度より子育て世代包
括支援センターにて、保健
師、栄養士等が実施してい
る。

基本型・特定型については
未実施（子育て支援セン
ターにおいて保護者からの
各種相談に応じているが、
本事業としては実施してい
ない）
母子保健型については、令
和３年度より子育て世代包
括支援センターにて、保健
師、栄養士等が実施してい
る。

未実施

母子手帳交付時　90人
妊娠中期面接　　37人
初妊婦訪問　　　72人
転入者　　　　　38人

母子手帳交付時　59人
妊娠中期面接　　74人
初妊婦訪問　　　30人
転入者　　　　　27人

母子手帳交付時　80人
妊娠中期面接　　64人
初妊婦訪問　　　36人
転入者　　　　　43人

母子手帳交付時　55人
妊娠中期面接　　54人
初妊婦訪問　　　30人
転入者　　　　　29人

令和３年度より子育て
世代包括支援センター
が整備されたことによ
り、事業実施体制の整
備につとめる。また、
子育て支援センターで
の相談業務を充実させ
ていく。

妊娠期から子育て期にわた
り、切れ目のない支援の入
口として全妊婦及び転入者
と面談等を通じて支援を
行っている。関係機関とは
母子保健コーディネーター
を軸に連携を図っており、
相談体制の継続が必要であ
る。また、子育て支援セン
ターでの相談業務を充実さ
せていく。

妊娠期から切れ目ない支援として
全妊婦と面談を行い、子育て期に
ついても特定妊婦や他市からの
ケース移管などの転入者につい
て、支援が必要なケースについて
は関係機関（病院や福祉等）と情
報共有のもと、早期介入できてい
る。今後についても支援台帳をも
とに養育支援の継続が必要な家庭
についてはタイミングを逃さない
よう支援の継続、確認をしていく
必要がある。

妊娠期から切れ目ない支援と
して全妊婦と面談を行い、子
育て期についても特定妊婦等
の支援が必要なケースについ
ては関係機関（病院や福祉
等）との情報共有、連携のも
と早期介入できている。全体
的に、継続した支援が必要な
家庭が増えているため、支援
が途切れないよう支援台帳を
もとに関係機関と連携し確認
をしていく必要がある。

妊娠期から全妊婦と面談を行
い、子育て期にわたり支援が
必要なケースについては関係
機関（病院や福祉等）との情
報共有、連携のもと早期介入
できている。次年度は、子ど
も家庭センターを設置し、総
合相談窓口を本庁に開設する
ことにより、母子保健、児童
福祉がより連携した支援体制
となることを目指す。

Ｃ　計画を下回る

Ｎ　実施なし

評
価

事業概要

確保方策（箇所数）

Ａ　計画どおり

砂川市子ども・子育て支援事業計画点検・評価管理票　【地域子ども・子育て支援事業の量の見込み及び提供体制の確保内容と実施時期】

Ｂ

　子どもや保護者が、幼稚園・保育所での教育・保育や一時預かり、学童保育等の地域子育て支援事業の中から適
切なものを選択し円滑に利用できるよう、情報提供や相談を含めた支援を行う事業。

（１）利用者支援事業

次年度に向けての課題や
実施の方向性

Ｎ Ｂ Ｂ Ｂ
Ｂ　課題はあるが前進

具体的な取組みと実施状況
（利用者数・従事者数など）

事業の結果・成果

事業名

量の見込（箇所数）

実績（箇所数）
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第４章-6-(2) 計画登載　P.31

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

5,383 4,888 4,770 4,691 4,592

1 1 1 1 1

2,579 1,318 2,409 2,780 2,734

1 1 1 1 1

①にこにこ広場
　延世帯数：175世帯
　延人数：386人
②にこにこサロン
　延世帯数：994世帯
　延人数：2,193人

①にこにこ広場（休止
中）
　延世帯数：0世帯
　延人数：0人
②にこにこサロン
　延世帯数：592世帯
　延人数：1,318人

①にこにこ広場（休止中）
　延世帯数：0世帯
　延人数：0人
②にこにこサロン
　延世帯数：1,074世帯
　延人数：2,409人

①にこにこ広場
　延世帯数：113世帯
　延人数：255人
②にこにこサロン
　延世帯数：1,159世帯
　延人数：2,525人

①にこにこ広場
　延世帯数：151世帯
　延人数：350人
②にこにこサロン
　延世帯数：1,020世帯
　延人数：2,384人

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症拡大
防止による事業休止期
間や感染対策のための
人数制限により利用者
は見込よりも減少して
いるが、コロナ禍によ
る育児不安やストレス
の緩和、解消に努め
た。

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症拡大
防止による事業休止期
間や感染対策のための
人数制限により利用者
は見込よりも減少して
いるが、コロナ禍によ
る育児不安やストレス
の緩和、解消に努め
た。

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症拡大
防止による事業休止期
間や感染対策のための
人数制限により利用者
は見込よりも減少して
いるが、コロナ禍によ
る育児不安やストレス
の緩和、解消に努め
た。

利用者数は見込を下
回っているものの、新
型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症5類移
行に伴い、増加傾向と
なっており、家庭にお
ける育児不安やストレ
スの緩和、解消に努め
た。

利用者数は見込を下
回っているものの、家
庭における育児不安や
ストレスの緩和、解消
に努めた。

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症拡大
の影響などにより、育
児不安やストレスを抱
えている保護者の相談
に対応できるよう、感
染症対策を徹底し事業
継続を行っていく。

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症拡大
の影響などにより、育
児不安やストレスを抱
えている保護者の相談
に対応できるよう、感
染症対策を徹底し事業
継続を行っていく。

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症拡大
の影響などにより、育
児不安やストレスを抱
えている保護者の相談
に対応できるよう、感
染症対策を徹底し事業
継続を行っていく。

引き続き育児不安やス
トレスを抱えている保
護者の相談に対応でき
るよう、事業を継続す
る。

引き続き育児不安やス
トレスを抱えている保
護者の相談に対応でき
るよう、事業を継続す
る。

量の見込（人回）

確保方策（箇所数）

実績（人）

評
価

実績（箇所数）

具体的な取組みと実施状況
（利用者数・従事者数など）

事業の結果・成果

次年度に向けての課題や
実施の方向性

Ａ　計画どおり

Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ
Ｂ　課題はあるが前進

Ｃ　計画を下回る

Ｎ　実施なし

砂川市子ども・子育て支援事業計画点検・評価管理票　【地域子ども・子育て支援事業の量の見込み及び提供体制の確保内容と実施時期】

事業名 （２）地域子育て支援拠点事業

事業概要
　公共施設や保育所、公民館等の地域の身近な場所で、乳幼児のいる子育て中の親子の交流や育児相談、情報提供
等を実施する事業。
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第４章-6-(3) 計画登載　P.32

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

100 96 93 90 89

100 96 93 90 89

131 136 113 102 102

受診票発行：133人
受診票使用：131人
　R元年度発行分：35人
　R２年度発行分：96人

受診票発行：136人
受診票使用：136人
　R2年度発行分：48人
　R3年度発行分：88人

受診票発行：147人
受診票使用：144人
　R3年度発行分：88人
　R4年度発行分56人

受診票発行：138人
受診票使用：134人
　R４年度発行分：56人
　R５年度発行分78人

受診票発行：104人
受診票使用：102人
　R5年度発行分：43人
　R6年度発行分：59人

補助券使用に関し契約でき
ない道内外の医療機関分
は、R元年６月から償還払
いによる対応を開始してお
り、妊婦の経済的負担軽減
と安全な出産に向けた健康
管理に寄与している。

妊婦健診受診に対する助成
を行うことは、妊婦の経済
的負担軽減と安全な出産に
向けた健康管理に寄与して
いる。

妊婦健診受診に対する助成
を行うことは、妊婦の経済
的負担軽減と安全な出産に
向けた健康管理に寄与して
いる。

妊婦健診受診に対する助成
を行うことは、妊婦の経済
的負担軽減と安全な出産に
向けた健康管理に寄与して
いる。

妊婦健診受診に対する助成
を行うことは、妊婦の経済
的負担軽減と安全な出産に
向けた健康管理に寄与して
いる。

引き続き妊婦が適切な
時期に妊婦健診を受診
できるよう受診票及び
補助券発行時に勧奨す
る。

引き続き妊婦が適切な
時期に妊婦健診を受診
できるよう受診票及び
補助券発行時に勧奨す
る。

引き続き妊婦が適切な
時期に妊婦健診を受診
できるよう受診票及び
補助券発行時に勧奨す
る。

引き続き妊婦が適切な
時期に妊婦健診を受診
できるよう受診票及び
補助券発行時に勧奨す
る。

引き続き妊婦が適切な
時期に妊婦健診を受診
できるよう受診票及び
補助券発行時に勧奨す
る。

事業の結果・成果

次年度に向けての課題や
実施の方向性

Ａ Ａ
Ｂ　課題はあるが前進

Ｃ　計画を下回る

Ｎ　実施なし

具体的な取組みと実施状況
（利用者数・従事者数など）

実績（人）

評
価

Ａ　計画どおり

Ａ Ａ Ａ

事業概要
　妊婦が定期的に行う健診費用を助成する事業。正式には、「妊婦一般健康診査事業（道協定委託）及び砂川市妊
婦一般健康診査費用助成事業」

量の見込（人）

確保方策（人）

砂川市子ども・子育て支援事業計画点検・評価管理票　【地域子ども・子育て支援事業の量の見込み及び提供体制の確保内容と実施時期】

事業名 （３）妊婦健診事業
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第４章-6-(4) 計画登載　P.33

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

86 83 80 78 77

86 83 80 78 77

75 91 79 55 71

新生児：41人
未熟児：  1人
乳　児：33人

新生児：43人
未熟児： ０人
乳　児：48人

新生児：43人
未熟児：  0人
乳　児：36人

新生児：33人
未熟児：0人
乳　児：22人

新生児：47人
乳　児：24人

保健師が家庭訪問を行
い、親子の心身の状況
や養育環境などの把握
や助言を行い、必要に
応じて地域社会とつな
ぐ支援を行っている。

保健師が家庭訪問を行
い、親子の心身の状況
や養育環境などの把握
や助言を行い、必要に
応じて地域社会とつな
ぐ支援を行っている。

保健師が家庭訪問を行い、
親子の心身の状況や養育環
境などの把握や助言を行
い、必要に応じて地域社会
とつなぐ支援や、必要な対
象には継続的に支援を行っ
ている。

保健師が家庭訪問を行い、親
子の心身の状態や養育環境な
どの把握・助言を行い、必要
に応じ産後ケア事業等の支援
に繋げ、必要な対象者には継
続支援を行った。
出生数が少なかったため、実
績が計画を下回る状況となっ
た。

保健師が家庭訪問を行い、
親子の心身の状態や養育環
境などの把握・助言を行
い、必要に応じて産後ケア
事業など支援に繋げ、継続
支援が必要な対象者には継
続支援を行っている。

引き続き親子の健康状
況や養育環境の把握や
助言を行う。必要に応
じて地域社会や関係部
局と連携を図る。

引き続き親子の健康状
況や養育環境の把握や
助言を行う。必要に応
じて地域社会や関係部
局と連携を図る。

引き続き親子の健康状態や
養育環境の把握と助言を行
う。必要に応じて地域社会
や関係部局と連携を図る。
また、母乳ケア等必要な産
婦には、産後ケア事業の紹
介なども行う。

親子の健康状態や養育環境
の把握・助言を継続し、必
要に応じ地域社会や関係部
局と連携を図る。次年度、
産後ケア事業内容が拡大さ
れるため、事業の紹介、必
要な対象は支援に繋げる。

引き続き、家族の健康
状態や養育環境の把
握・助言を継続し、必
要に応じて、産後ケア
事業や地域社会・関係
部署と連携を図る。

Ｃ Ｂ
Ｂ　課題はあるが前進

Ｃ　計画を下回る

Ｎ　実施なし

具体的な取組みと実施状況
（利用者数・従事者数など）

実績（人）

評
価

Ａ　計画どおり

Ｂ Ａ Ａ

事業概要

　生後４か月までの乳児のいる全ての家庭を訪問し、様々な不安や悩みを聞き、子育て支援に関する情報提供など
を行うとともに、親子の心身の状況や養育環境などの把握や助言を行い、支援が必要な家庭に対しては適切なサー
ビス提供につなげるものであり、この訪問を、乳児のいる家庭と地域社会をつなぐ最初の機会とすることにより、
乳児家庭の孤立を防ぐことを目指す事業。

量の見込（人）

確保方策（人）

砂川市子ども・子育て支援事業計画点検・評価管理票　【地域子ども・子育て支援事業の量の見込み及び提供体制の確保内容と実施時期】

事業名 （４）乳児家庭全戸訪問事業（こんにちは赤ちゃん事業）

事業の結果・成果

次年度に向けての課題や
実施の方向性
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第４章-6-(5) 計画登載　P.34

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

11 11 10 10 10

11 11 10 10 10

15 19 27 16 22

保健師が支援を要する
妊産婦及び乳児を家庭
訪問した実績
乳児：2人
産婦：2人
その他母子保健：11人

保健師が支援を要する妊産
婦及び乳児を家庭訪問した
実績
妊　婦：1人、産婦：６人
新生児：１人、乳児：５人
幼児：５人、
その他母子保健：1人

保健師が支援を要する妊産
婦及び乳児を家庭訪問した
実績
妊　婦：1人、産婦：６人
新生児：0人、乳児：５人
幼児：11人、
その他母子保健：4人

保健師が支援を要する妊産婦
及び乳児を家庭訪問した実績
妊　婦：0人、産婦：4人
新生児：1人、乳児：5人
幼児：5人、
その他母子保健：1人

保健師が支援を要する妊産婦
及び乳児を家庭訪問した実績
妊婦：1人、産婦：8人
新生児：1人、乳児：2人
幼児：4人、その他母子保
健：6人

親の育児不安に対し助
言を行うことで、不安
の軽減につながってい
る。虐待リスクのある
家庭へは、養育環境の
改善指導を行うなどし
ながら、状況の把握に
努めている。

親の育児不安に対し助
言を行うことで、不安
の軽減につながってい
る。虐待リスクのある
家庭へは、養育環境の
改善指導を行うなどし
ながら、状況の把握に
努めている。

親の育児不安に対し助
言を行うことで、不安
の軽減につながってい
る。虐待リスクのある
家庭へは、養育環境の
改善指導を行うなどし
ながら、状況の把握に
努めている。

親の育児不安に対し助言を
行うことで、不安の軽減に
つながっている。虐待リス
クのある家庭へは、養育環
境の改善指導を行うなどし
ながら、状況の把握に努め
ている。

親の育児不安に対し、助言
を行うことで不安の軽減に
繋がっている。虐待リスク
のある家庭へは、養育環境
の改善指導を行うなどしな
がら、状況の把握に努めて
いる。

引き続き乳児家庭全戸
訪問や要保護児童対策
地域協議会を通じて情
報共有を図り、関係機
関と連携しながら養育
環境の改善に向け実施
する。

事業を入口に、切れ目
のないよう乳児家庭全
戸訪問や要保護児童対
策地域協議会を通じて
情報共有を図り、関係
機関と連携しながら養
育環境の改善に向け実
施する。

幼児期の継続支援が増え、
乳児期からの継続した切れ
目のない支援の重要性を実
感している。要保護児童対
策地域協議会を通じて情報
共有を図り、関係機関と連
携しながら先を見据えた支
援、養育環境の改善に向け
実施する。

支援対象者は産後からの継
続支援が多く、内容も子の
成長と共に変化し、継続し
た切れ目のない支援の重要
性を実感する。要保護児童
対策地域協議会等を通じて
情報共有を図り、関係機関
と連携した支援、養育環境
の改善に向け実施する。

支援対象者は産後からの継
続支援が多く、相談内容も
児の成長と共に変化し、継
続した切れ目のない支援の
重要性を実感する。要保護
児童対策地域協議会等を通
じて情報共有を図り、関係
機関と連携した支援、養育
環境のの改善に向け実施す
る。

事業の結果・成果

次年度に向けての課題や
実施の方向性

Ａ Ａ
Ｂ　課題はあるが前進

Ｃ　計画を下回る

Ｎ　実施なし

具体的な取組みと実施状況
（利用者数・従事者数など）

実績（人）

評
価

Ａ　計画どおり

Ａ Ａ Ａ

事業概要
　養育支援が特に必要な家庭を訪問して、保護者の育児、家事等の養育能力を向上させるための支援（相談支援、
育児・家事援助など）を行う事業。正式名は「養育支援訪問事業及び要保護児童対策地域協議会その他の者による
要保護児童等に対する支援に資する事業」

量の見込（人）

確保方策（人）

砂川市子ども・子育て支援事業計画点検・評価管理票　【地域子ども・子育て支援事業の量の見込み及び提供体制の確保内容と実施時期】

事業名 （５）養育支援訪問事業その他要保護児童等に対する支援に資する事業

7



第４章-6-(6) 計画登載　P.35

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

0 0 0 0 0

― ― ― ― ―

0 0 0 0 0

実施なし 実施なし 実施なし 実施なし 実施なし

実施なし 実施なし 実施なし 実施なし 実施なし

事業対象者が限定的で
あるため、需要の状況
に応じて設置を検討す
る。

事業対象者が限定的で
あるため、需要の状況
に応じて設置を検討す
る。

事業対象者が限定的で
あるため、需要の状況
に応じて設置を検討す
る。

事業対象者が限定的で
あるため、需要の状況
に応じて設置を検討す
る。

事業対象者が限定的で
あるため、需要の状況
に応じて設置を検討す
る。

Ｎ Ｎ
Ｂ　課題はあるが前進

Ｃ　計画を下回る

Ｎ　実施なし

具体的な取組みと実施状況
（利用者数・従事者数など）

事業概要
　保護者が、疾病・疲労など身体上・精神上・環境上の理由により児童の養育が困難となった場合等に、児童養護
施設などにおいて養育・保護を行う事業。

量の見込（人／年）

確保方策（人／年）

事業の結果・成果

次年度に向けての課題や
実施の方向性

砂川市子ども・子育て支援事業計画点検・評価管理票　【地域子ども・子育て支援事業の量の見込み及び提供体制の確保内容と実施時期】

事業名 （６）子育て短期支援事業（ショートステイ・トワイライトステイ）

実績（人／年）

評
価

Ａ　計画どおり

Ｎ Ｎ Ｎ
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第４章-6-(7) 計画登載　P.35

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

量の見込（人日） 124 118 115 112 110
32 30 29 29 28

92 88 86 83 82

確保方策（人日） 124 118 115 112 110
32 30 29 29 28

92 88 86 83 82

81 0 1 0 13

＜利用実績＞
利用件数：  7人日(低学年)

利用件数：74人日(高学年)

協力会員：14人
依頼会員：46人
両方会員：6人

＜利用実績＞
利用件数：  0人日(低学年)

利用件数：  0人日(高学年)

協力会員：10人
依頼会員：40人
両方会員：9人

＜利用実績＞
利用件数：  1人日(低学年)

利用件数：  0人日(高学年)

協力会員：14人
依頼会員：48人
両方会員：9人

＜利用実績＞
利用件数：  0人日(低学
年)
利用件数：  0人日(高学
年)
協力会員：15人
依頼会員：53人

＜利用実績＞
利用件数：13人日(低学
年)
利用件数：  0人日(高学
年)
協力会員：16人
依頼会員：53人

習い事への送迎など一時的
に保育に欠ける児童に対
し、地域の援助を受けなが
ら育児支援ができる環境が
確保されている。

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染拡大及び
特定の利用者が対象となる
年齢を超えた影響で、利用
件数が0件となった。

前年に引き続き新型ｺﾛﾅｳｲﾙ
ｽ感染拡大の影響等によ
り、利用件数はわずかで
あった。

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症が5
類へ移行されたもの
の、本事業の利用ニー
ズは未就学児が中心と
なっており、就学時の
利用件数は0件となっ
た。

本事業の利用ニーズは
未就学児が中心となっ
ており、就学時の利用
件数は13件にとどまっ
ている。

利用者が固定化している傾
向にある。新規利用を促進
し、協力会員を確保するた
めにも制度の周知が必要で
ある。

引き続き、子育ての手助け
が必要な家庭に対し新規利
用を促進し、協力会員を確
保するためにも制度の周知
が必要である。

引き続き、子育ての手助け
が必要な家庭に対し新規利
用を促進し、協力会員を確
保するためにも制度の周知
が必要である。

引き続き、子育ての手
助けが必要な家庭に対
し新規利用を促進し、
協力会員を確保するた
めにも制度の周知が必
要である。

引き続き、子育ての手
助けが必要な家庭に対
し新規利用を促進し、
協力会員を確保するた
めにも制度の周知が必
要である。

砂川市子ども・子育て支援事業計画点検・評価管理票　【地域子ども・子育て支援事業の量の見込み及び提供体制の確保内容と実施時期】

事業名 （７）①子育て援助活動支援事業（ﾌｧﾐﾘｰ・ｻﾎﾟｰﾄ・ｾﾝﾀｰ事業）【就学児】

事業概要
　子育ての手助けがほしい人（依頼会員）、子育てのお手伝いをしたい人（協力会員）、両方を兼ねる人（両方会
員）に会員登録してもらい、子育てのサポートを提供する相互援助活動を行う、就学児が対象の事業。

低学年
高学年

低学年
高学年

Ｃ Ｃ
Ｂ　課題はあるが前進

Ｃ　計画を下回る

Ｎ　実施なし

具体的な取組みと実施状況
（利用者数・従事者数など）

事業の結果・成果

次年度に向けての課題や
実施の方向性

実績（人日）

評
価

Ａ　計画どおり

Ｃ Ｃ Ｃ
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第４章-6-(7)
第４章-6-(8)②

計画登載　P.35
計画登載　P.36

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

量の見込（人日） 44 42 41 40 39

確保方策（人日） 44 42 41 40 39

34 16 43 69 85

＜利用実績＞
利用件数：34人日
協力会員：14人
依頼会員：46人
両方会員：6人

＜利用実績＞
利用件数：16人日
協力会員：10人
依頼会員：40人
両方会員：9人

＜利用実績＞
利用件数：43人日
協力会員：14人
依頼会員：48人
両方会員：9人

＜利用実績＞
利用件数：69人日
協力会員：15人
依頼会員：53人
両方会員：9人

＜利用実績＞
利用件数：85人日
協力会員：16人
依頼会員：53人
両方会員：11人

習い事への送迎など一時的
に保育に欠ける児童に対
し、地域の援助を受けなが
ら育児支援ができる環境が
確保されている。

習い事への送迎など一時的
に保育に欠ける児童に対
し、地域の援助を受けなが
ら育児支援ができる環境が
確保されている。

保育園への送迎や子育て支
援センターでの預かりなど
一時的に保育に欠ける児童
に対し、地域の援助を受け
ながら育児支援ができる環
境が確保されている。

保育園への送迎や子育て支
援センターでの預かりなど
一時的に保育に欠ける児童
に対し、地域の援助を受け
ながら育児支援ができる環
境が確保されている。

保育園への送迎や子育て支
援センターでの預かりなど
一時的に保育に欠ける児童
に対し、地域の援助を受け
ながら育児支援ができる環
境が確保されている。

利用者が固定化している傾
向にある。新規利用を促進
し、協力会員を確保するた
めにも制度の周知が必要で
ある。

利用者が固定化している傾
向にある。1歳半健診時に
配布するお試しクーポンも
活用しながら、新規利用を
促進し、協力会員を確保す
るためにも制度の周知が必
要である。

利用者が固定化しているもの
の、利用件数は増加傾向にあ
る。今後も1歳半健診時に配
布するお試しクーポンを活用
しながら、新規利用を促進
し、協力会員を確保するため
にも制度の周知が必要であ
る。

利用者が固定化しているもの
の、利用件数は増加傾向にあ
る。今後も1歳半健診時に配
布するお試しクーポンを活用
しながら、新規利用を促進
し、協力会員を確保するため
にも制度の周知が必要であ
る。

利用者が固定化しているもの
の、利用件数は増加傾向にあ
る。今後も1歳半健診時に配
布するお試しクーポンを活用
しながら、新規利用を促進
し、協力会員を確保するため
にも制度の周知が必要であ
る。

具体的な取組みと実施状況
（利用者数・従事者数など）

実績（人日）

評
価

Ａ　計画どおり

Ｃ Ｃ Ｂ

事業の結果・成果

次年度に向けての課題や
実施の方向性

事業概要
　子育ての手助けがほしい人（依頼会員）、子育てのお手伝いをしたい人（協力会員）、両方を兼ねる人（両方会
員）に会員登録してもらい、子育てのサポートを提供する相互援助活動を行う、未就学児対象のファミリー・サ
ポート・センター事業。

Ａ Ａ
Ｂ　課題はあるが前進

Ｃ　計画を下回る

Ｎ　実施なし

事業名 （７）②子育て援助活動支援事業（ﾌｧﾐﾘｰ・ｻﾎﾟｰﾄ・ｾﾝﾀｰ事業）【未就学児】

砂川市子ども・子育て支援事業計画点検・評価管理票　【地域子ども・子育て支援事業の量の見込み及び提供体制の確保内容と実施時期】
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第４章-6-(8)① 計画登載　P.36

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

量の見込（人日） 2,659 2,638 2,502 2,528 2,303
2,078 2,079 1,966 1,991 1,777

581 559 536 537 526

3,000 3,000 3,000 3,000 3,000

3,319 3,143 2,707 2,371 2,953

砂川天使幼稚園
預かり保育延利用人数
3,319人

※市外幼稚園
預かり保育延利用人数
滝川幼稚園　291人
新十津川幼稚園　527人

砂川天使幼稚園
預かり保育延利用人数
3,143人

※市外幼稚園
預かり保育延利用人数
滝川幼稚園　482人
新十津川幼稚園　208人

砂川天使幼稚園
預かり保育延利用人数
2,707人

※市外幼稚園
預かり保育延利用人数
滝川幼稚園　351人
新十津川幼稚園　214人

砂川天使幼稚園
預かり保育延利用人数
2,371人

※市外幼稚園
預かり保育延利用人数
滝川幼稚園　181人
新十津川幼稚園　43人

砂川天使幼稚園
預かり保育延利用人数
2,953人

※市外幼稚園
預かり保育延利用人数
滝川幼稚園　118人
新十津川幼稚園　168人

保護者の保育需要に対応す
ることにより、心理的・身
体的負担の軽減と子育てと
仕事の両立支援ができてい
る。

保護者の保育需要に対応す
ることにより、心理的・身
体的負担の軽減と子育てと
仕事の両立支援ができてい
る。

保護者の保育需要に対応す
ることにより、心理的・身
体的負担の軽減と子育てと
仕事の両立支援ができてい
る。

保護者の保育需要に対応す
ることにより、心理的・身
体的負担の軽減と子育てと
仕事の両立支援ができてい
る。

保護者の保育需要に対応す
ることにより、心理的・身
体的負担の軽減と子育てと
仕事の両立支援ができてい
る。

引き続き保育の提供体
制を確保する。

引き続き保育の提供体
制を確保する。

引き続き保育の提供体
制を確保する。

引き続き保育の提供体
制を確保する。

引き続き保育の提供体
制を確保する。

１号認定見込み
２号認定見込み

具体的な取組みと実施状況
（利用者数・従事者数など）

事業の結果・成果

次年度に向けての課題や
実施の方向性

砂川市子ども・子育て支援事業計画点検・評価管理票　【地域子ども・子育て支援事業の量の見込み及び提供体制の確保内容と実施時期】

事業名 （８）①一時預かり事業（幼稚園の一時預かり）

事業概要
　保護者のパートタイム就労や疾病・出産などにより、保育が一時的に困難となった幼児について、保育所その他
の場所において、一時的に預かりを行う事業。

確保方策（人日）

実績（人日）

評
価 Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ

Ｂ　課題はあるが前進

Ｃ　計画を下回る

Ｎ　実施なし

Ａ　計画どおり
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第４章-6-(8)② 計画登載　P.36

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

961 907 874 870 826

確保方策（人日） 2,974 2,972 2,971 2,970 2,969
2,930 2,930 2,930 2,930 2,930

1,058 648 471 365 828

ひまわり保育園
一時保育利用延人員：1,058
人

ひまわり保育園
一時保育利用延人員：648人

ひまわり保育園
一時保育利用延人員：471人

ひまわり保育園
一時保育利用延人員：365人

ひまわり保育園
一時保育利用延人員：
828人

保護者の保育需要に対
応することにより、心
理的・身体的負担の軽
減と子育てと仕事の両
立支援ができている。

前年比減の要因は勤務形態
を理由とする利用の減であ
るが、一時・緊急及び私的
理由による利用は前年と同
程度であり、心理的・身体
的負担の軽減と子育てと仕
事の両立支援はできてい
る。

前年比減の要因は勤務形態
を理由とする利用の減であ
るが、就労・就学・職業訓
練等を理由とする非定型的
保育は前年よりも増えてい
ることから、子育てと仕事
の両立支援はできている。

前年比減の要因は勤務形態
を理由とする利用の減であ
るが、私的理由による利用
は前年に比べて増加してい
ることから、一時的に保育
を必要とするニーズに応え
ることができている。

前年比増の要因は私的理由
による利用が前年に比べて
大幅に増加していることか
ら、心理的・身体的負担の
軽減のため、一時的に保育
を必要とするニーズに応え
ることができている。

子育ての負担軽減のための
保護者のリフレッシュを理
由とした利用が増えている
ことから、年間を通じて一
定の利用が見込まれる。保
育士の確保から安定した保
育サービスが提供できるよ
う体制整備が必要である。

子育ての負担軽減のための
保護者のリフレッシュを理
由とした利用が増えている
ことから、年間を通じて一
定の利用が見込まれる。保
育士の確保から安定した保
育サービスが提供できるよ
う体制整備が必要である。

就労・就学・職業訓練等を
理由する非定型的保育や子
育ての負担軽減のための保
護者のリフレッシュを理由
とした利用が年間を通じて
一定の利用が見込まれる。
保育士の確保から安定した
保育サービスが提供できる
よう体制整備が必要であ
る。

子育ての負担軽減のための
保護者のリフレッシュを理
由とした利用が全体の7割
程度を占めていることか
ら、今後も年間を通じて一
定の利用が見込まれる。保
育士の確保から安定した保
育サービスが提供できるよ
う体制整備が必要である。

およそ８割が私的理由によ
る保育となっていることか
らも、保護者のリフレッ
シュ等、子育て負担の軽減
が図られている。引き続き
保育士を確保した中で、
ニーズに応じ、安心して預
けることができるよう体制
を整えていく必要がある。

保育所の一時預かり

事業の結果・成果

次年度に向けての課題や
実施の方向性

Ｃ Ｃ
Ｂ　課題はあるが前進

Ｃ　計画を下回る

Ｎ　実施なし

具体的な取組みと実施状況
（利用者数・従事者数など）

実績（人日）

評
価

Ａ　計画どおり

Ａ Ｃ Ｃ

事業概要
　保護者のパートタイム就労や疾病・出産などにより保育が一時的に困難となった幼児について、保育所その他の
場所において、一時的に預かりを行う事業。

量の見込（人日）

砂川市子ども・子育て支援事業計画点検・評価管理票　【地域子ども・子育て支援事業の量の見込み及び提供体制の確保内容と実施時期】

事業名 （８）②一時預かり事業（保育所等の一時預かり）
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第４章-6-(9) 計画登載　P.37

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

76 73 70 70 66

80 80 80 80 80

87 77 74 65 71

登録者数：87人
（令和3年４月現在）
利用延人員：859人
  ひまわり保育園：320人
  さくら保育園：262人
  空知太保育所：277人

登録者数：77人
（令和４年４月現在）
利用延人員：952人
  ひまわり保育園：215人
  さくら保育園：362人
  空知太保育所：375人

登録者数：74人
（令和5年４月現在）
利用延人員：751人
  ひまわり保育園：112人
  さくら保育園：267人
  空知太保育所：372人

登録者数：65人
（令和６年４月現在）
利用延人員：609人
  ひまわり保育園：163人
  さくら保育園：283人
  空知太保育所：163人

登録者数：71人
（令和7年４月現在）
利用延人員：738人
  ひまわり保育園：218人
  さくら保育園：248人
  空知太保育所：272人

時間外保育を必要とす
る保護者の需要に対応
し、子育ての支援体制
が構築できている。

時間外保育を必要とす
る保護者の需要に対応
し、子育ての支援体制
が構築できている。

時間外保育を必要とす
る保護者の需要に対応
し、子育ての支援体制
が構築できている。

時間外保育を必要とす
る保護者の需要に対応
し、子育ての支援体制
が構築できている。

時間外保育を必要とす
る保護者の需要に対応
し、子育ての支援体制
が構築できている。

引き続き時間外保育の
提供体制を確保する。

引き続き時間外保育の
提供体制を確保する。

引き続き時間外保育の
提供体制を確保する。

引き続き時間外保育の
提供体制を確保する。

引き続き時間外保育の
提供体制を確保する。

Ａ　計画どおり

砂川市子ども・子育て支援事業計画点検・評価管理票　【地域子ども・子育て支援事業の量の見込み及び提供体制の確保内容と実施時期】

事業名 （９）時間外保育事業（延長保育）

Ａ Ａ Ａ

事業概要

事業の結果・成果

次年度に向けての課題や
実施の方向性

Ｃ Ｃ
Ｂ　課題はあるが前進

Ｃ　計画を下回る

Ｎ　実施なし

具体的な取組みと実施状況
（利用者数・従事者数など）

量の見込（人）

確保方策（人）

　保護者の就労形態の多様化、長時間の通勤等に伴う延長保育需要に対応するため、保育標準時間又は保育短時間
を超えて、朝は午前７時15分から、夜は午後７時00分までの保育を実施する事業。

実績（人）

評
価

13



第４章-6-(10) 計画登載　P.38

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

1040 988 950 947 892

確保方策（人日） 879 879 879 879 879
879 879 879 879 879

― ― ― ― ―

51 90 137 164 117

事業委託：㈱ﾌﾟﾗｲﾑﾂｰﾜﾝ
定員数：3人/日
対象：生後6ヶ月から小
学校3年生まで
登録数：51人

事業委託：㈱ﾌﾟﾗｲﾑﾂｰﾜﾝ
定員数：3人/日
対象：生後6ヶ月から小
学校3年生まで
登録数：76人

事業委託：㈱ﾌﾟﾗｲﾑﾂｰﾜﾝ
定員数：3人/日
対象：生後6ヶ月から小
学校3年生まで
登録数：93人

事業委託：㈱ﾌﾟﾗｲﾑﾂｰﾜﾝ
定員数：3人/日
対象：生後6ヶ月から小
学校3年生まで
登録数：113人

事業委託：㈱ﾌﾟﾗｲﾑﾂｰﾜﾝ
定員数：3人/日
対象：生後6ヶ月から小
学校3年生まで
登録数：117人

利用者からは保育士の対応
について、「細かな配慮」
が評価されており、満足度
は高い。万が一の時のセー
フティーネットとして保護
者の安心感につながってい
る。

利用者からは保育士の対応
について、「細かな配慮」
が評価されており、満足度
は高い。万が一の時のセー
フティーネットとして保護
者の安心感につながってい
る。

利用者からは保育士の対応
について、「細かな配慮」
が評価されており、満足度
は高い。万が一の時のセー
フティーネットとして保護
者の安心感につながってい
る。

利用者からは保育士の対応
について、「細かな配慮」
が評価されており、満足度
は高い。万が一の時のセー
フティーネットとして保護
者の安心感につながってい
る。

利用者からは保育士の対応
について、「細かな配慮」
が評価されており、満足度
は高い。万が一の時のセー
フティーネットとして保護
者の安心感につながってい
る。

施設の空き状況や予約等にお
いて、インターネットやアプ
リなどのシステム導入による
手続きの簡略化を求める声が
あることから、利便性の向上
のため、今後検討が必要であ
る。

アンケートでは、利用者から
はインターネット等での手続
きの簡略化や予約状況の見え
る化を求める声、未利用者か
らは利用手順等を理解してい
ないと思われる記述があっ
た。各種届出時に利用登録を
促しているが、施設の趣旨等
丁寧に説明し、引き続き利便
性の向上について検討を進
め、仕事と育児の両立支援を
図っていく。

施設の空き状況の確認や予約
等の手続きをインターネット
やアプリなどシステムにより
簡略化を求める声があがって
いることから、利便性の向上
を図るため対応していくこと
が必要である。

アンケートでは、施設の空き
状況や予約等において、イン
ターネットやアプリなどによ
る手続きの簡略化を求める
声、未利用者からは利用に際
し、病院受診を必要とするこ
とに対し負担となることの記
述があった。利便性の向上に
ついて検討を進めるとともに
施設の趣旨を丁寧に説明し、
仕事と育児の両立支援を図っ
ていく。

施設を利用した理由として、
仕事を休むことができなかっ
た、子どもの病気が長引き休
みを延ばすことができなかっ
た等の理由が７割を超えてお
り、児童が病気になった際に
保育ができない家庭のセーフ
ティネットとして機能してい
ることが伺えた。
今後も利便性の向上について
検討を進め、仕事と育児の両
立支援を図っていく。

病児・病後児保育事業
子育て援助活動支援事業

砂川市子ども・子育て支援事業計画点検・評価管理票　【地域子ども・子育て支援事業の量の見込み及び提供体制の確保内容と実施時期】

事業名 （10）病児・病後児保育事業、子育て援助活動支援事業（病児・緊急対応強化事業）

具体的な取組みと実施状況
（利用者数・従事者数など）

実績（人日）

評
価

Ａ　計画どおり

Ｃ

事業の結果・成果

次年度に向けての課題や
実施の方向性

Ｃ Ｃ

事業概要
　病気にかかっている子どもや回復しつつある子どもを病院等の医療機関や保育施設の付設の専用スペース等で看
護師等が一時的に預かる事業。

量の見込（人日）

Ｃ Ｃ
Ｂ　課題はあるが前進

Ｃ　計画を下回る

Ｎ　実施なし
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第４章-6-(11) 計画登載　P.38

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

量の見込（人） 122 123 122 125 124
81 86 86 87 86

41 37 36 38 38

確保方策（人） 190 190 190 190 190
140 150 150 150 150

50 40 40 40 40

226 227 242 248 258

入所人数
①上期４月１日～：225人
　低学年：137人
   高学年：88人
②下期10月１日～：226人
　低学年：138人
   高学年：88人

入所人数
①上期４月１日～：202人
　低学年：132人
   高学年：70人
②下期10月１日～：227人
　低学年：152人
   高学年：75人

入所人数
①上期４月１日～：223人
　低学年：154人
   高学年：69人
②下期10月１日～：242人
　低学年：167人
   高学年：75人

入所人数
①上期４月１日～：243人
　低学年：160人
   高学年：83人
②下期10月１日～：248人
　低学年：163人
   高学年：85人

入所人数
①上期４月１日～：251人
　低学年：163人
   高学年：88人
②下期10月１日～：258人
　低学年：167人
   高学年：91人

放課後児童が安全に過ごせ
る場を確保し、保護者の子
育てと仕事の両立を支援で
きている。

放課後児童が安全に過ごせ
る場を確保し、保護者の子
育てと仕事の両立を支援で
きている。

放課後児童が安全に過ごせ
る場を確保し、保護者の子
育てと仕事の両立を支援で
きている。

放課後児童が安全に過ごせ
る場を確保し、保護者の子
育てと仕事の両立を支援で
きている。

放課後児童が安全に過ごせ
る場を確保し、保護者の子
育てと仕事の両立を支援で
きている。

入所人数は微減してお
り、待機児童なく運営
できている。安全安心
な保育を実施すること
ができているが、指導
員の確保や施設の公営
化が課題となってい
る。適正な運営に向け
て検討していく。

多子世帯等に対する保
育料の負担軽減を図っ
たところであるが、次
年度は保育料そのもの
の見直しを行い、更な
る支援を行うこととし
ている。指導員の退職
が続いており、人材確
保対策が喫緊の課題で
ある。

保育料の見直しを実施した
ことにより、保護者の負担
軽減を図ることができ、学
童保育が必要な世帯のニー
ズに応えることができてい
る。安全安心な保育を実施
することができているが、
指導員不足が続いているこ
とから、引き続き人材確保
に向け対応していく必要が
ある。

入所児童数が年々増加傾向に
あるが、待機児童を出すこと
なく運営できている。引き続
き保護者のニーズに応えるた
め、学童保育事業を実施して
いく。
また、令和８年度の義務教育
学校開校に伴う学童保育の再
編など取り組むべき課題があ
ることから、適正な運営に向
けて検討していく。

待機児童を出すことなく運営
できており、保護者のニーズ
に応えることができている。
年度途中に補助指導員の欠員
が生じたことから、人材確保
対策が課題である。
令和８年度の義務教育学校開
校に伴う学童保育所開設準備
も含め、引き続き学童保育が
必要な世帯のニーズに応える
ことができるよう事業を実施
していく必要がある。

次年度に向けての課題や
実施の方向性

具体的な取組みと実施状況
（利用者数・従事者数など）

低学年
高学年

低学年
高学年

事業概要
　主に保護者が就労等により昼間は家庭にいない小学生に、適切な遊びや生活の場を提供して、児童の健全育成を
図る事業。

事業の結果・成果

砂川市子ども・子育て支援事業計画点検・評価管理票　【地域子ども・子育て支援事業の量の見込み及び提供体制の確保内容と実施時期】

事業名 （11）放課後児童健全育成事業（学童保育所）

Ａ Ａ
Ｂ　課題はあるが前進

Ｃ　計画を下回る

Ｎ　実施なし

実績（人）

評
価

Ａ　計画どおり

Ａ Ａ Ａ
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